
年 月 日

　　評定点（６５点±加減点合計）

７．評定点計

○中間検査があった場合：　（①　　　点*0.4）+（②　　　点*0.2）+（③　　　点*0.2）+（④　　　点*0.2）　＝　評定点計　

点 　　　　　　 ※但し、③中間検査が２回以上の場合は平均値

○中間検査がなかった場合：　（①　　　点*0.4）+（②　　　点*0.2）+（④　　　点*0.4）　＝　評定点計　　

８．法令遵守等

９．評定点合計 　　　　　　　　○７．評定点計 － ８．法令遵守等

※１　　１～３の評定（６５点±加減点合計）　　＋　４，５，６の評定　＝　評定点　　　また、小数第1位まで記入すること。

※２　　技術力の発揮及び創意工夫の評定は工事全般を通して、特に優れた技術等を評価する項目とする。そのため、キーワードと評定内容を記述方式とし、加点評価のみとする。

※２　　評価にあたっては担当課長の確認をもって行うものとする。

※３　　社会性等の評価では地域への貢献等の観点から加点評価のみとする。また、法令遵守等は減点評価のみとする。

※４　　所見は必ず記入する。

※５　　各考査項目毎の採点は、監督員は別紙-１①～、主任又は総括監督員は別紙-２①～、検査職員は別紙-３①～によるものとし、

※５　　完工の検査職員の評価に先立ち、監督員、主任又は総括監督員が記入する。

※６　　法令遵守等の評価は主任又は総括監督員が行う。

※７　　評定点合計は四捨五入により整数とする。

※１

※７

Ⅰ．地域への貢献等

加減点合計　　（１＋２＋３＋４＋５＋６）

点

Ⅰ．技術力の発揮（13）

Ⅰ．創意工夫（7）

様式第１号（第４条関係）
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Ⅰ．出来形

Ⅱ．品　質

Ⅲ．出来ばえ

Ⅰ．施工管理

Ⅱ．工程管理

監　　　督　　　員

+1.5 0 -5Ⅰ．施工体制一般

Ⅱ．配置技術者

項　　目 細　　別

＋ ・ －

Ⅲ．安全対策

Ⅳ．対外関係

２．施工状況

３．出来形

　　及び

　　出来ばえ

６．社会性等

点 点 点＋ ・ －

点 　　③ 点

＋ ・ －点

　　③

＋ ・ －

点

点

点

　　① 点 　　② 　　④

※４

所　　　　見

監　　督　　員 主 任 監 督 員

考　　査　　項　　目

工事番号

点

＋ ・ －

１．施工体制

総 括 監 督 員 検 査 員 【中間】 検 査 員 【完工】

氏名：　　　　　　　　　　　　　 氏名：　　　　　　　　　　　　　 氏名：　　　　　　　　　　　　　 氏名：　　　　　　　　　　　　　 氏名：　　　　　　　　　　　　　



検　査　合　格　通　知　書

工事

大津市

￥

　　　　　年　　　　　月　　　　　日 完工確認年月日

 受      注      者

 工   事   名   称

第　　　　　　   　　号　　

　様 式 第 ２ 号

大津市公営企業管理者　　印

　　　　　下記の工事について検査の結果、合格したことを通知します。

　　　　　あわせて工事成績評定結果についても通知します。

  　　　年　　　月　　　日　　

        日以内に、評定について文書により説明を求める

        ことができます。

        工事成績評定結果を通知します。

工事成績評定結果

　        大津市企業局工事成績評定要綱第５条に基づき

 工事成績評定結果 （評定点　　　　　　　点）

　        同要綱第６条により、通知を受けた日から１４

 工   事   場   所

 請   負   金   額



様式第３号

　        　   　　　大企工 第  　　　   　 号

   　        　　　　　　年　　　月　　 日
 
 　　 　　　　　　　　　　様

     　　    　　大津市公営企業管理者　　　印

１ 工事番号 　　　　年度　　    契約№

２ 工  事 名

３ 工事場所 　大津市

４ 説      明

  （監　督　員）　　　　　1.5*0.4+2.6=3.2 /3.2

  （監　督　員）　　　　　3*0.4+2.6=3.8 /3.8

　（監　督　員） 1.5*0.4+2.6=3.2 /3.2 　（検　査　員） 5*0.4+6.5=8.5 /8.5

　（監　督　員）　　　　　　　1*0.4+2.6=3.0 /3.0 　（主任監督員） 10*0.2+4.3=6.3 /6.3

　（監　督　員）     　2*0.4+2.6=3.4 /3.4 　（主任監督員） 15*0.2+4.3=7.3 /7.3

  （監　督　員）　　　　　2*0.4+2.6=3.4 /3.4

　（監　督　員）  2*0.4+2.6=3.4 /3.4 　（検　査　員） 10*0.4+6.5=10.5 /10.5

　（監　督　員）   2*0.4+2.6=3.4 /3.4 　（検　査　員） 15*0.4+6.5=12.5 /12.5

　（検　査　員）     　    　　　　　　5*0.4+6.5=8.5 /8.5

　（監　督　員）   13*0.4+2.6=7.8 /7.8

　（監　督　員）   7*0.4+2.6=5.4 /5.4

（主任監督員）　　　　　10*0.2+4.4=6.4 /6.4

（主任監督員）　　　　　    *1.0=

　監督員評定点 40
　主任監督員評定点 20

　　所　　見 　検査員評定点 40
計 100 点
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   工事成績評定結果に対する説明請求について（回答）

　　    年　　月　　日付けの説明請求について、下記のとおり回答します。

記

考　 　査　 　項　 　目 説　　　　　　　　　　　　　　　　明

施
工
体
制

施工体制一般

配 置 技 術 者

施
工
状
況

施　工　管　理

工　程　管　理

安　全　対　策

対　外　関　係

（ 監 督 員 ）

（ 主任監督員 ）

（ 検 査 員 ）

　
　
出
来
ば
え

　
 

及
び

　
出
来
形

出　  来  　形

品　　　　　　質

出　来　ば　え

社
会
性

地域への貢献等



様式第４号

工　事　名 受注者名

項　　　目 評　価　内　容

 □ 技術力の発揮  □ 施工規模

 □ 構造物固有  複雑な形状の構造物

 既設構造物の補強、特殊な撤去工事

 □ 技術固有  特殊な工種及び工法

 新工法 （機器類を含む） 及び新材料の適用

 □ 自然・地盤条件  湧水、地下水の影響

 軟弱地盤、支持地盤の影響

 制約の厳しい工事用道路・作業スペース等

 気象現象の影響

 地滑り、急流河川、潮流等、動植物等

 □ 周辺環境等、社会条件  埋設物等の地中内の作業障害物

 鉄道・供用中の道路・建築物等の近接施工

 騒音・振動・水質汚濁等環境対策

 作業スペース制約・現道上の交通規制

 廃棄物処理

 □ 現場での対応  災害等での臨機の措置

 施工状況 （条件） の変化への対応

 □ その他

 □ 創意工夫  □ 準備・後片づけ

 □ 施工関係  施工に伴う機械、器具、工具、装置類

 二次製品、代替製品の利用

 施工方法の工夫

 施工環境の改善

 仮説計画の工夫

 施工管理、品質管理の工夫

 □ 品質関係

 □ 安全衛生関係  安全施設・仮設備の拝領

 安全教育・講習会・パトロールの工夫

 作業環境の改善

 交通事故防止の工夫

 □ 施工管理関係

 □ その他

 □ 社会性等  □ 地域への貢献等  地域の自然環境保全、動植物の保護

 現場環境の地域への調和

 地域住民とのコミュニケーション

 ボランティアの実施、グリーン購入の取組

１．該当する項目の□にレマーク記入


２．具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理

技術力の発揮・創意工夫・社会性等に関する実施状況

備　　　　　　　考

工事全体を通して
他の類似工事に比
べて特異な技術力

「技術力の発揮」で
評価するほどでない
軽微な工夫

地域社会や住民に
対する貢献



様式第５号

工　事　名 ／

項　　　目 評 価 内 容

提 案 内 容

（説　明）

（添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

技術力の発揮・創意工夫・社会性等に関する実施状況 （説明資料）



別　表 （第４条関係）

工事成績採点の考査項目別運用表一覧表　

項　目 細　別 監督員
主任又は

総括監督員
検査員

1. 施工体制 Ⅰ 施工体制一般  別表-1①

Ⅱ 配置技術者  別表-1①

2. 施工状況 Ⅰ 施工管理  別表-1②  別表-3①

Ⅱ 工程管理  別表-1②  別表-2①

Ⅲ 安全対策  別表-1③  別表-2①

Ⅳ 対外関係  別表-1③

3. 出来形 Ⅰ 出来形  土木・建築工事共通  別表-1④  別表-3②

　　及び  機械設備・電気設備工事  別表-1⑤  別表-3②

出来ばえ Ⅱ 品　質  土木・建築工事共通  別表-1④

 機械設備・電気設備工事  別表-1⑤

Ⅱ 品　質  コンクリート構造物工事  別表-3③

 舗装工事  別表-3④

Ⅲ 出来ばえ  維持修繕工事（作業）  別表-3⑤

 機械設備工事（土木）  別表-3⑥

 電気・照明設備・その他類似工事（土木）  別表-3⑦

 塗装工事  別表-3⑧

 護岸・根固・水制工事  別表-3⑨

 通信・受変電設備・その他類似工事  別表-3⑩

 二次製品構造物工事  別表-3⑪

 取壊し工事  別表-3⑫

 下水道工事  別表-3⑬

 管水路工事  別表-3⑭

 水管橋工事  別表-3⑯

 上水道・ガス工事  別表-3⑰

 建築工事（新築）（改築）  別表-3⑱

 その他の工事  別表-3⑳

 全工種(小規模工事)  別表-3㉑

4. 技術力の Ⅰ 技術力の発揮 土木  別表-1⑥-1
　　　　発揮 運用基準(土木）上水道・ガス  別表-1⑥-2

建築  別表-1⑥-3
5. 創意工夫 Ⅰ 創意工夫 土木  別表-1⑦-1

建築  別表-1⑦-2

6. 社会性等 Ⅰ 地域への貢献等  別表-2②
8. 法令遵守等  別表-2③-1

内訳表  別表-2③-2

【留意事項】
１．評定の対象
　(1) 請負金額が200万円未満の請負工事　　　　 　　：小規模考査項目別運用表を利用する。
　(2) 請負金額が200万円以上1,000万円未満の請負工事：簡便型考査項目別運用表を利用する。
　(3) 請負金額が1,000万円以上の請負工事　　　 　　：標準考査項目別運用表を利用する。
２．多工種複合工事の取扱い
　(1) 主たる工種で評定する。なお、多工種で評定対象が重要な場合はこの限りでない。
３．コンクリート構造物のクラックについて
　(1) クラックが発生した構造物では「進行性又は有害なクラックがなく、発生したクラックに対しては

有識者等の意見に基づく処置をしている」等が見られたら、ｃ評価とする。
　(2) 「進行性又は有害なクラックがある」場合、無処理の場合は、状況に応じて、ｄ又はｅ評価とする。
４．その他

別紙「施工プロセス」チェックリストを活用して評定を行う。
　「4．技術力の発揮」「5．創意工夫」「6．社会性等」は受注者からの提出された実施状況に関する書類を
　　活用して評定を行う。

考　査　項　目
種　　　別

使　用　す　る　表

 施設機械設備工事（用排水ポンプ・構成付属設備）
　　　　　　　　　（除塵設備・構成付属設備）  別表-3⑮

 建築電気設備工事
 冷暖房衛生設備工事

 別表-3⑲



　　　年　　月　　日

（あて先）

大津市公営企業管理者

（住　所）

（氏　名）

　下記の工事につきまして、    　　年　　月　　日に検査合格通知と併せて、大津市企業局工事成績

評定要綱第５条に基づく工事成績評定結果の通知を受けました。

　ついては、同要綱第６条により、評定についての説明を求めます。

記

1 工 事 番 号 第　　　　　　　　　　　　　　　　号

2 工 事 名

3 工 事 場 所 大津市

工事成績評定結果の説明について（請求）

受注者


